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低コスト・高効率を目指した
EV用モータの開発

研究の概要と特徴

研究の内容

研究の効果並びに優位性

技術応用分野・企業との連携要望

工学部 電気工学科 電磁アクチュエータ研究室

教 授 下 村 昭 二
■お問い合わせは 芝浦工業大学 複合領域産学官民連携推進本部 03-5859-7180   sangaku@ow.shibaura-it.ac.jp

高特性で高価なネオジム焼結磁石ではなく，より安価なネオジムボンド磁石の採用と銅
損の低減が見込める永久磁石形バーニア構造を採用することによって，より安価で高効
率な電気自動車（EV）駆動用モータの開発を目指す。

トルク密度向上および従来モータでは困難であった低速・低出力運転時の効率向上

自動車・鉄道車両・ロボット・農林機器分野の企業との実用化共同研究

原理検証機の構造と効率実測結果
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効率特性
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電機子とロータの極数が異なる
のがバーニアモータの特徴
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